　ふとしたことで、ＭＴＢ―Oのワールドカップに出場する事となった。

　ＭＴＢでオリエンする？まだまだ目新しいこの競技、第一回の世界選手権大会も去年

初めてフランスで開催されたばかり。フットに比べると選手層も薄いようで、日本選手が上位を狙える可能性も高い？と思われる。

今春の菅平ロゲインのついで、と思って前日イベント「ＭＴＢ－Ｏのつどい」にレンタルＭＴＢで出走してみたのが始まりだった。やってみると意外に難しく、がたがた道は押し歩き、坂道は立ちこぎして、なんとか帰り着いたら結果は３位。

「今年のワールドカップの代表権あるしいかへん？」と運営者の落合さんからお誘いが。

やっぱりこれは行くしかない！

　ＭＴＢ―Oにおいても世界選手権とワールドカップとが隔年で交互に開催されている。今年はワールドカップにあたり、各国で開催される数回のレースで年間ポイントを競う。

とはいえすべて欧州諸国での開催。日本からでは１戦出られればいいところ。この秋のポーランド、チェコ、イタリア戦の中から、他のメンバーとも調整して、チェコ戦に出場を決定した。

　メンバーは、私含め６名。男４名女２名で、ＯＬから３名、ＭＴＢから３名の構成だった。（OLからは加納、大北、田崎。ＭＴＢからは田中、内山、渡瀬が出場）

私はもちろん菅平からＭＴＢを始めたばかり、ＭＴＢからのメンバーも、オリエンテーリングは数回の経験しかないようだ。それでも行くと決めたからにはやるしかない。

スポンサー探しや八が岳合宿など、短い準備期間だったができる限りのことはした。後は実戦あるのみ！だ。

　競技は９月１１日がモデルイベントで、１２日フリーポイント、１３日ロング、１４日ショート。３日間連続で行われる。

　日本チームのメンバーは全員１０日チェコ入り、プラハ現地集合。開催地ピルゼンには翌１１日に移動した。プラハから急行列車で１時間半ほど南西に行ったところだが、この移動で予想外に時間がかかり、午後２時近くなって宿舎に到着。モデルイベントには結局入れずに、本番を迎えることになった。

（現地についたところで、モデルイベントかピルゼンビール工場見学かの二者択一になり、全員ビールの魅力には勝てなかった…）

　気候はかなり涼しく、まだ暑かった日本からくると急激な変化だ。もう紅葉がはじまっており、夜中は息が白くなるほどだった。それも当然のことで、チェコの緯度はサハリンと同じぐらいに位置しているのだ。

宿舎は湖畔のキャンプ場。各国１棟づつコテージが割り当てられて、居心地はかなり快適だった。（トイレとシャワーが別棟なのはちょっと不便だったが。特に私とシャワーとの相性がわるく、まともに入れたのは１回だけだった。なんで？）

ミーティングでは、他国チームはポーランドから転戦してきているところが多く、既に和気会々の和やかな雰囲気だった。運営者は夕方からビール片手にパソコン処理をしていた様子。さすが御土地柄？

１２日はフリーポイント。地図上にコントロールは描いてあるがレッグ線はなく、ラスポーゴール以外は好きな順に回っていい、という形式。あまりポピュラーではないらしく、前日のミーティングでも質問がでていた。スタートは通常の大会と同じく枠が作られていて、３分前からはいる。全競技ＳＩ使用。（パンチに方向性のないＳＩはＭＴＢに向いている。
ＳＩは必ずＭＴＢに取り付けなければならないので、とりあえずひもでハンドルに巻き付けた。専用の巻き込み式のホルダーがあるのだが、購入が間に合わなかったためだ。（翌日からは使用）

スタート１分前に地図がわたされ、赤ペンも支給された。私はマスターマップの要領で、そこでレッグ線をひいてしまった。競技中にコントロール飛ばしをしないため、地図読みのロスをなくすためにそうしたのだが、他の競技者では最初からルートを書き込んだ者もいたようだ。

　地図はハンドルにとりつけたマップホルダーに挟み込む。日本チームでは手作りして来た人もいたが、ほとんどの選手は専用のホルダーを使用していた。スキーＯに使うホルダーを

自転車用に改造したもの（メーカーも同じ）と、チェコ製の専用ホルダーの２種類がある。

A4サイズのアクリル板と透明なカバーの間に地図を挟み込むのだが、地図は板より大きいことがほとんどなので、必ずどこかで折り返さなければならない。もうここから勝負は始まっている。まずコース全体をみて、どのあたりで折り返すかを判断するのだ。当然地図読みもそこでいったんとぎれることになる。

　私は始め、フットと同様に余白を折り返し、さらにレース前半部分のみ表にして挟み込んだが、あまり折り返すとかさばってカバーがかからない。さらに折り返す段になって、角がかさばるとスムーズにいかない。これだけで数分のロスだし、精神的にも焦る。後日、男子上位の人の地図を見る機会があったが、彼の地図の折り跡は直角だった。マップホルダーの板に合わせて折っていたようだ。

　ＭＴＢ－Ｏでは、道しか走ってはいけない。ゆえにコントロールはかならず道上に置かれる。位置説明はなく、コントロール番号が地図上に書かれているので確認する。しかし道以外のところでも、ＭＴＢを担いでいけば通っていいらしい。最初それを知らなかったため、この日のレース中に、自転車担いで林の中に消えていく選手をみて驚いた。

　初戦のテレインは普通にフット－Ｏができるような傾斜のきつい山だった。縮尺は１：２００００で女子２２ｋｍＵＰ３００ｍ。ミドルに相当する、と前日ミーティングでは説明された。距離感覚がちがうなー。

　スタートしてしばらくは舗装路と砂利道。しかし少し登りがはいると、とたんに全然進めなくなった。足で走った方がはやいわ！というようなスピードでしか進めない。そして下りになると、もっと進めない！木の根や急傾斜がこわくてブレーキかけまくってしまうせいだ。

さらに、地図表記がＭＴＢ－Ｏ用に道幅を強調して描かれているせいか、道の分岐がイメージとあわず、分岐を見つけられずに通り過ぎたりしてロスをひろげてしまった。

前半の山から後半にかけては長い舗装路を走る。そこで距離感がぶっとんでオーバーかつショートしてしまい、さらにロス（軽く１５分はいったな…）。集団に追い抜かれて、彼らの走行速度が自分より全然速いことに気づき愕然となった。が、とにかく前にすすむ。

後半になると、遅いながらもリズムができてきて、地図読みのコツもわかってきた。少々遠回りでも通行可能度のいい道を選ぶこと。道の分岐がコンタに関係なく格子状なので、分岐を間違えても平行移動でリカバリー出来ること。UPはあまり考慮しなくてもレースへの影響が薄いこと、などだ。途中イノシシ８頭一列縦隊とすれ違ったりしながら、１５０分もかかってようやくゴール。サロモンのバルーンゲートをくぐると宿泊地のキャンプ場だった。

結果は当然のことながら下から数えて3番目。女子ＴＯＰ３はフランス、スイス、チェコの選手だった。男子はフィンランドが強い。OLといえば北欧だが、スウェーデン、ノルウェーは参加していなかった。

女子

１：Laure Coupat(FRA)：80’35”
２：Christine Raeber(SUI)：82’33”
３：Marie Hrdinova(CZE)：85’35”
39：加納尚子：150’31”
40：渡瀬美佳：173’32”
男子

１：Jaroslav Rygl(CZE)：73’28”
２：Jussi Makila(FIN)：74’50”
３：Mika Tervala(FIN)：78’02”
32：田中宏昌：92’11”
64：田崎友康：120’02”
大北洋平：DISK

内山雅文：DISK
男子では日本の田中選手が３２位という快挙を成し遂げた。いきなりぶっつけ本番で、この順位はすごい。さすがトライアスロン選手。読図能力は当然として、体力面はＭＴＢ－Ｏの場合、かなり勝負に影響するようだ。

レース後は各自バイクの手入れにいそしむ。洗濯やら、ストレッチやらに加えて細々と忙しい。ねじ巻いたり閉めたり、はずしたりつけたり、いろんなところで微調整が必要なのだ。靴も洗わないオリエンティアにとってはめんどうくさいことこの上ないが、ＭＴＢの人はそんな労力はいとわないのだ。スキーＯでいえばワックスがけに相当するだろうか。

二日目と三日目は、宿泊地からピルゼンの街を南に１０ｋｍ横断したところが会場だった。

移動手段はＭＴＢしかない日本選手にとって、これは朝から十分すぎるウォーミングアップとなった。（他国はほとんど車持ち）

スタート時間も早いため、朝食を終えると早々に出発。石畳が続くピルゼン市街はかなり段差があって走りにくい。加えて工事中が多い！会場に着くまでにすっかり汗だくになっていた。

会場は西ボヘミア大学ちかくのモトクロス用の４００ｍトラックだった。土手に囲まれた凹地状になっていて、そこからラスポーゴールが確認できる。ラスポはトラックを囲む土手の上で、そこから一気に駆け下り、トラックの外囲いに渡してある板からジャンプしてゴールへつっこむのだ。ここで転倒する選手も数人目撃した・・・
二日目はロング。女子で３１ｋｍＵＰ１６０ｍ。うむむ、いったいどのくらいで帰ってこれるのだろう？天気は朝方の快晴はどこへいったのか、スタート時分には今にも降りだしそうな怪しい雲行きになってきた。

地図は１：１５０００、変形Ａ３正方形のでかい地図だ。ほとんどｕｐのないなだらかな地形、全体に格子状に道が入っている。一見してスピーディなレースになりそうだったが、
昨日に増して手ごわかったのは木の根。ひどいところになるとがたがたがたがたがたがたがたがた・・・・何百メートルつづくんじゃー！おOOが痛いーーーー！半泣き。
途中から本当に雨が降ってきたりして、かなり過酷なレースだった。最後は根性だけで完走したのだが、３時間レース。順位はかわらず下から３番目。結果は以下の通り。

女子

１：Paivi Tommola(FIN)：96’57”
２：Antje Bornhak(GER)：98’37”
３：Christine Raeber(SUI)：99’39”
40：加納尚子：171’03”
42：渡瀬美佳：217’08”
男子

１：Jussi Makila(FIN)：109’10”
２：Mika Tervala(FIN)：110’24”
３：Michele Mogno(ITA)：111’36”
59：田中宏昌：149’27”
67：内山雅文：187’30”
　69：田崎友康：218’13”(MTB破損のため途中から押して走った。DISKの原因はほとんどそれと思われる)
　　大北洋平：DNS
その日の晩にバンケットがあり、宴会場はゴールの会場テントだという。足のない日本チームは最初あまり行く気がなかったのだが、どこからともなく各国の車の斡旋があって、結局全員参加となった。

フットでもそうだが、世界選手権よりもワールドカップはちょっとくだけた、お祭りっぽい雰囲気が漂っている。バンケットのはじけ方もより激しいようで、宴たけなわになってビール一気飲み６人リレーが始まり、後はダンスが終わりなく続いていくのだった。明日まだレースがあるというのに、皆持久系アスリートということもあってか、元気だ。ここでも体力差を感じたりして。
三日目はショート競技。しかし女子で１５ｋｍUP１２０ｍ。こんどこそ、と気合いを入れる。一番の課題は「レッグ間をもっとせめて走る」ことだ。心拍数計をつけていたので、フットにくらべても追い込んでいないことは明白だった。不慣れだったせいもあり、走りに集中できていなかったのだ。
それでも結果は、またしても下から３番目。しかしタイムは前の２レースよりは縮まって、一つ上の選手との差が、前の２レースでは２０分以上あったのが、４分になっていた。

これだけでも成果として数えておこう。

女子

１：Laure Coupat(FRA)：55’19”
２：Michaela Gigon(AUT)：56’17”
３：Marketa Jakoubova(CZE)：56’20”
41：加納尚子：80’38”
43：渡瀬美佳：92’57”
男子

１：Mka Tervala(FIN)：58’34”
２：Victor Korchagin(RUS)：59’56”
３：Jussi Makila(FIN)：61’03”
35：田中宏昌：70’16”
60：田崎友康：84’17”
64：大北洋平：99’23”
67：内山雅文：115’30”
今後の課題としては、まず体力差を克服することが最優先だろう。今回男子で３０位台を獲得できた選手がいたということからも、体力次第で十分上位進出は見込めると考えられる。フットにくらべると読図能力の差より、体力の差のほうが確実に結果に影響するようだ。

読図方法そのものも、フットとは微妙に異なる。巡航スピードや、両手がハンドル操作に優先されることなど、スキーOに共通するものがあるようだ。

そしてＭＴＢそのものの技術向上。なにしろ乗り始めて３回目で本番、とはあまりにもお粗末だった。こぐだけや、と単純に考えていたのだが、ＭＴＢでオフロードを走るには、様々な技術が必要なのだった。

今回、自分の結果は散々だったが、フット－Ｏに比べると世界の上位に付け入る隙は大きい、と感じた。これから、をねらえる点では、かなり魅力的な種目だといえるだろう。

来年３月の伊賀インカレでは、併設としてＭＴＢ－Ｏも開催されるので、これを機に

興味を持たれたオリエンティアには、是非一度、体験してみてもらいたい。

